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おおさか自治体の仲間　2015年７月１日　第314号 ２３ 2015年７月１日　第314号　おおさか自治体の仲間

６月７日の弁護士会の集会に参加した大阪自治労連の仲間たち

ジェンダー平等にむけてジェンダー平等にむけて
「政治への女性参画」

　今年は日本の女性が参政権を得て70年になりますが、衆議院では女性議員が9.5％と１割にも届かず、世界156位と最低ク
ラスです。今年４月の統一地方選挙で女性議員は微増しましたが、道府県議で9.1％、市議16.1％、町村議で10.4％と依然
低水準となっています。新日本婦人の会が実施した「“私が感じた差別”－全女性地方議員アンケート」では、回答者の54.1
％が、議会内外で女性蔑視などの不快な思いをしたことがあると答え、性差別が女性の地方議会への進出や議員活動に大き
な支障となっていることを改めて突きつけています。

今月のキーワード今月のキーワード
「戦争立法」

　昨年７月１日、「集団的自衛権」行使容認の閣議決定が強行されましたが、それを具体化する法律をつくってはじめて集
団的自衛権の行使が可能になります。国際平和支援法（派兵恒久法）」（新設）と「平和安全法制」と名づけられた関連法制
【国際PKO法（国際平和協力法）、周辺事態法、重要影響事態安全確保法、船舶検査法、武力攻撃事態法、自衛隊法、米軍
等行動関連措置法（現・米軍行動関連措置法） 、特定公共施設利用法、海上輸送規制法、捕虜取扱い法、国家安全保障会議
設置法】の11法案が国会で審議されています。

れ
う
る
と
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
日

本
の
防
衛
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で

す
。

　

し
か
も
、
い
つ
で
も
地
球
上
の
ど
こ

に
で
も
自
衛
隊
の
派
兵
を
可
能
と
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
戦
闘
地
域
で
は
な

い
、
安
全
な
場
所
で
の
水
・
食
料
の
補

給
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
活
動
を
、

い
つ
相
手
国
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
る
か

わ
か
ら
な
い
危
険
な
戦
闘
地
域
で
の
、

武
器
・
弾
薬
の
提
供
、
戦
闘
機
へ
の
給

自
治
体
と
自
治
体
労
働
者
の

仕
事
が
変
え
ら
れ
る

　

現
在
の
有
事
法
制
に
お
い
て
も
、
自

治
体
は
国
の
要
請
に
よ
り
、
医
療
従
事

者
、
土
木
作
業
従
事
者
、
運
転
手
等
へ

の
業
務
従
事
命
令
を
発
す
る
ほ
か
、
空

港
・
港
湾
の
使
用
、
人
員
・
物
資
の
輸

送
、
給
水
、
医
療
機
関
へ
の
患
者
の
受

け
入
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
有
す
る
物

　

戦
争
法
制
の
中
心
で
あ
る
「
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
」
は
、
日
本
が
攻
撃
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、
米
軍
が
攻
撃
さ
れ

れ
ば
、
日
本
も
一
緒
に
な
っ
て
武
力
行

使
を
す
る
と
い
う
こ
と
。
中
東
地
域
で

米
軍
が
先
制
攻
撃
を
し
か
け
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
集
団
的
自
衛
権
が
発
動
さ

共同が広がる中で「戦争とめなあかん！おんなたち
のパレード」が行われた（６月20日）　　　　　　

労働者一人ひとりが労働者一人ひとりが
大切にされる社会・職場をつくろう！大切にされる社会・職場をつくろう！
第23回非正規ではたらくなかまの全国交流集会in大阪

憲
法
を
ま
も
ろ
う
！
労
働
法
制
改
悪
反
対

「
集
団
的
自
衛
権
」は
憲
法
違
反

「違憲法案 通したらアカン」
職場・地域で広がる共同

油
な
ど
を
可
能
と
し
ま
す
。
ま
た
、
紛

争
地
域
で
の
武
器
使
用
を
伴
う
治
安
維

持
活
動
も
で
き
る
と
し
て
お
り
、
自
衛

隊
が
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が
飛

躍
的
に
高
ま
り
ま
す
。

与
党
推
薦
の
憲
法
学
者
も

「
違
憲
」と
表
明　

憲
法
審
査
会

　

こ
れ
ま
で
の
自
民
党
政
権
も
憲
法
違

反
と
し
て
き
た
概
念
で
す
。
多
く
の
憲

法
学
者
や
法
律
家
の
団
体
が
廃
案
を
求

め
る
声
明
を
発
表
し
、
全
国
の
弁
護
士

が
参
加
す
る
日
本
弁
護
士
連
合
会
も
反

対
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。
衆
院
の
憲

法
審
査
会
で
は
、
自
民
党
が
推
薦
し
た

憲
法
学
者
ま
で
、「
違
憲
」
と
表
明
す

る
あ
り
さ
ま
で
す
。

　

衛
都
連
は
、
６
月
20
日
・
21
日
に
第

19
回
職
場
・
職
種
別
交
流
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

基
本
的
人
権
の
保
障
と

　
　

公
務
労
働
者
の
専
門
性

　

１
日
目
の
全
体
会
は
、
長
野
県
阿
智

村
前
村
長
の
岡
庭
一
雄
さ
ん
か
ら
、
地

方
自
治
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
実
践

し
て
き
た
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
記
念

講
演
。「
基
本
的
人
権
を
大
切
に
す
る

な
ら
、
全
て
の
人
が
一
応
納
得
で
き
る

結
論
を
導
き
出
す
説
得
に
よ
っ
て
す
す

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
の
が
、
公
務
労
働
者

の
専
門
性
で
あ
る
」
と
公
務
労
働
者
の

品
の
貸
与
等
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
戦
争
に
協
力
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
具
体
化
す
る

こ
と
の
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
し
く
み

が
、
戦
争
法
制
の
成
立
に
よ
り
現
実
の

も
の
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

基
本
的
責
務
と
す
る
自
治
体
が
、
住
民

生
活
よ
り
も
米
軍
支
援
を
優
先
さ
せ
ら

れ
、
戦
争
遂
行
の
末
端
組
織
に
変
質
さ

せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
私
た
ち
の
仕
事
も

ア
メ
リ
カ
と
と
も
に

「
戦
争
で
き
る
」国
に
な
る

　６月13日・14日に第23回非正規ではたらくなかまの全国交流集
会が開催されました。集会は、過去最高の延べ約900人が参加
し、終了後はパレードを行い府民にアピールしました。

◆働くもの自らが怒り 声をあげていこう

　全体会では「生きづらさを克服する働き方へ」と題して、東
とう

海
かい

林
りん

智さん（毎日新聞記者）と雨宮処
か

凛
りん

さん（作家・活動家）のト
ークセッションが行われました。非正規や青年・女性労働者が
「職場での発言権を得る」「生活や職場での不満を、『怒る行動』
へうつす、その基盤になるのが労働組合。働くものが自ら声をあ
げることで、社会を変える展望がある」と、非正規労働者の均等
待遇を求めるたたかいを通じて、現在の労働法制改悪反対のたた
かいの重要性が語られました。

◆東大阪学童保育の中山さん・越智さんが職場復帰報告

　特別報告では、東大阪
ちびっ子労組の中山洋美
さんと越智康純さんが登
壇。雇い止めを撤回させ
るたたかいの後、職場復
帰を果たしたことを報告
しました。「正規・非正
規・地域の仲間がこのた
たかいを支援してくれました。また、全国から寄せられた署名に
励まされました。今後も、東大阪市の学童保育をより良い事業に
するためにがんばります」と訴えました。

「市民と自分のために
ええ仕事」をするために ６

月
20
日
〜
21
日

　
　

延
べ
１
６
９
人
が
参
加

岡庭一雄さんの記念講演を聞く参加者

果
た
す
役
割
を
明
確
に
示
さ
れ
ま
し

た
。

「
オ
ー
ル
沖
縄
」の

　
　

た
た
か
い
に
連
帯
を

　

「『
オ
ー
ル
沖
縄
』
の
た
た
か
い
の

前
進
と
勝
利
の
展
望
」
と
題
し
て
や
ん

ば
る
統
一
連
代
表
の
吉
田
務
さ
ん
が
特

別
講
演
。
地
方
自
治
破
壊
、
憲
法
こ
わ

し
の
新
基
地
建
設
で
、
戒
厳
令
が
敷
か

れ
て
い
る
よ
う
な
実
態
な
ど
、
生
々
し

い
お
話
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
新
基

地
建
設
反
対
の
一
点
で
「
オ
ー
ル
沖

縄
」
の
た
た
か
い
を
発
展
さ
せ
て
い
る

こ
と
に
、
参
加
者
か
ら
「
感
動
を
お
ぼ

え
た
」
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
沖
縄
の
た
た
か
い
に

連
帯
し
戦
争
法
案
を
許
さ
な
い
た
た
か

い
を
す
す
め
る
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し

た
。
集
会
で
集
約
し
た
連
帯
カ
ン
パ
を

吉
田
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

学
ん
だ
こ
と
を

　
　

職
場
で
生
か
そ
う

　

２
日
目
は
、「
生
活
保
護
・
自
立
支

援
職
場
」、「
自
治
体
の
非
正
規
化
は
何

を
も
た
ら
す
か
」
な
ど
11
の
職
場
・
職

種
に
分
か
れ
て
分
科
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
理

事
長
・
奈
良
女
子
大
学
教
授
の
中
山
徹

さ
ん
が
講
演
。「
住
民
投
票
で
つ
く
ら

れ
た
共
同
闘
争
の
継
続
や
広
が
り
が
求

め
ら
れ
る
」
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

変
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

職
場
や
地
域
か
ら

廃
案
め
ざ
す
運
動
す
す
め
よ
う

　

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
許
さ
ず
、
住

民
の
い
の
ち
や
く
ら
し
を
守
る
た
め
に

「
戦
争
法
制
反
対
」
の
声
を
大
き
く

し
、
職
場
や
地
域
で
宣
伝
や
署
名
を
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

勝利報告をする中山さん（右）と越智さん


